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There are two types of torii: wooden and stone. It is presumed that although the torii was originally wooden, it was 
gradually rebuilt into a durable stone. The form of a stone torii is basically the same as that of a wooden torii, but it is 
susceptible to earthquake damage because its weight is far greater than that of a wooden. In this study, in addition to the 
designated cultural property, the seismic risk is examined based on the current survey results of the stone torii in Kyoto 
city. 
 
Keywords: torii, earthquake, attenuation relationship, damage, dimension ratio  
 
 
１．鳥居の地震被害について 
 鳥居は神社の神域と俗界との結界を象徴するとされており、神域の入り口から参道に沿って一の鳥居、二

の鳥居、三の鳥居と称して複数建てられることが多い。鳥居には木造と石造の 2 系統があるが、これはもと

もと木造であった鳥居が、耐久性に優れた石造に次第に造り替えられたためと推定される。  
石造鳥居の形態は木造鳥居と基本的に異ならないが、石造鳥居は腐朽しない反面、重量が木造とは比べも

のにならないほど大きいために地震被害を受けやすい。 
写真1aは1995年兵庫県南部地震で島木と笠木が落ちた猿田彦神社、写真1bは2007年能登半島地震で柱ごと

倒壊した吉浦白山神社、写真1cは2013年淡路島地震により貫・束・扁額が落ち、島木と笠木がずれた加茂神

社の鳥居の被災状況1)であるが、集落の身近な神社の石造鳥居を具に観察すると、地震の影響とみられる石

材の欠損のほか貫や額束などに取り換えの痕跡が大抵見つかるものである。 
写真2は神輿の宮入を控えて参道には露店が立ち並び、立錐の余地もない状況下、石鳥居の下を祭礼の行

列が見物人と共に通過しようとしている。写真3aは京都市内繁華街の錦神社の石鳥居である。笠木、島木、

貫の両端は道路にせり出した建物の壁面に呑み込まれているが、その下を日夜多数の人々の往来がある。写

真3bは北野大社の石の大鳥居であるが、その足元にはバスやタクシーの昇降客が多い。 
普段神社の参道や境内は静謐であるが、大晦日や初詣、さらに例大祭になると参拝者で溢れ返るので、折

悪しく石造鳥居が大地震に遭遇すると甚大な人的被害は避けがたい。 
しかしながら、時に数十トンにもおよぶ石鳥居の地震時の挙動についてはほとんど検討されていない。そ

のため本研究では地震被害の軽減を視野に指定文化財のほか、京都市内の石鳥居の現況調査結果を踏まえて、

その耐震性について検討する。 
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